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会員の活動報告
(1999年11月~2000年10月）
粟野広雅
・プレシューズヘの批判ーーモリエールとフェヌロンの場合ー一（『仏語仏文
学』第27号， 2000年2月）
・ ピュール神父の『オ女，またはサロン（闇）の秘密』における文学サロン（日
本フランス語フランス文学会関西支部大会口頭発表，於関西学院大学， 1999年
1月）
伊川徹
・マダガスカルのフランス語文学（『仏語仏文学』第27号， 2000年2月）
・スカロン，モリエール，ルイ XIVと女たち（甲南女子大学フランス文学会編
/4:'.FLOREAL 19≫2000年2月）
・フランス語をフランス文化っぽく教える（関西フランス語教育研究会編
≪RENCONTRES 14≫2000年6月）
・フランス語をフランス文化っぼく教える（第14回関西フランス語教育研究会
（舞子ヴィラ）に於いて口頭発表， 2000年3月）
伊地智均
・老いをめぐって一コルネーユとボードレールと一（『仏語仏文学』第27
号,2000年2月）
大久保朝憲
・『矛盾文』の発話機能（『仏語仏文学』第27号， 2000年2月）
擬似同語反復文と擬似矛盾文（関西大学『文學論集』第49巻4号， 2000年3月）
・『矛盾文』の論証力（関西大学フランス語フランス文学会口頭発表， 199£目2月）
『同語反復文』と『矛盾文』の発話機能（日本フランス語学会，於早稲田大学，
第184回例会， 2000年4月）
近江康則
・Les tresors du Musee SankokanC18), (Bulletin Trimestriel TENRIKYO 
1999年11月）
• Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (19), (Bulletin Trimestriel 
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TENRIKYO 2000年2月）
• Les tresors du Musee Sank6kan(19), (Bulletin Trimestriel TENRJKYO 
2000年5月）
Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (20), (Bulletin Trimestriel 
TENRIKYO 2000年8月）
中期フランス語における補語人称代名詞の位置 （『天理大学学報』， 200凹三10月）
柏木治
Physionomieのリアリティに向けて（スタンダール研究会口頭発表、於京都
大学， 1999年12月）
スタンダールにおける身体とまなざし(-)(『仏語仏文学』第27号， 2000年 2
月）
Physionomieのレアリスムに向けて（『スタンダール研究会会報』第10号，ス
タンダール研究会， 2000年5月）
北野文英
オペラ『カルメン』の語学教材化（理念編）一文化論と語学教育法の交点(1)―-
（『視聴覚教育』第4号，近畿大学教養部視聴覚教室， 2000年2月）
初学者に対しフランス語の母音，及び発音と綴り字の関係をどう指導するか
ー語学教育法の再評価(2)-(『関西大学視聴覚教育』第23号，関西大学視聴
覚教室， 2000年3月）
『シネマ・フランセ」（共著）（早美出版社， 2000年3月）
笹倉塩子
Etude des jeux de langage dans Jes traductions franc;aises de Alice's 
Adventures in Wonderland (『仏語仏文学』第27号， 2000年2月）
新家桂
・「見者書簡」上の「女性の解放」について（「仏語仏文学』第27号， 200位Jc2月）
武本雅嗣
対格構文と与格構文について一身体表現の共通性と多様性一（『言語研究
の潮流』，武本雅嗣他編．開拓社， 1999年12月）
与格構文の認知的分析（日本フランス語学会．於早稲田大学．第184回例会，
2000年4月）
田中寛一
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. ≪ 見者≫としてのミシェル・フーコー（『仏語仏文学』第27号， 2000年2月）
田中良
フランス人学生を受け入れて（都祁村生涯学習シリーズ，「奈良大学教養講座」
2000年8月）
鄭久信
『聖アントワーヌの誘惑』 (1874)における劇的言語 (2)(「仏語仏文学』第27
号， 2000年2月）
内藤義博
ルソーにおける音楽模倣論の系譜と展開（前編）（『仏語仏文学』第27号， 2000
年 2月）
ルソーにおける音楽模倣論の系譜と展開（後編）（「りべるたす』第14号， りベ
るたすの会 1999年12月）
・翻訳『女の歴史』第1巻，古代1,第2章「性別の哲学 ＿プラトン，アリス
トテレス，そして性差」（藤原書店， 2000年4月）
平田重和
・『異邦人』形成の時期と『異邦人』 一ー『異邦人』解釈一（その 5) の①
（『仏語仏文学』第27号， 2000年2月）
重点領域研究「ヨーロッパ文化論」の研究レジュメ (2000年10月）
久野誠
文学作品の一節の修辞的効果に関するアンケートの集計結果（『仏語仏文学』
第27号， 2000年2月））
丸瀬康裕
散文と詩のあいだーボードレール「タベの薄明」の三つの稿（『仏語仏文学』
第27号， 2000年2月）
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村尾和枝
顔が見えない女たちーアルベール・カミュの女性像と愛について一（『仏
語仏文学』第27号， 2000年2月）
山田恵実
• Balzacの作品における動詞の一致について―-Ce sont des hommes/ 
C'est des hommesの場合一（『仏語仏文学』第27号， 2000年2月）
和田ゆりえ
・『マダム・エドワルダ』について一 Pierreという名をめぐって（『仏語仏文
学』第27号， 2000年2月）
・『マダム・エドワルダ』について一 Pierreという名をめぐって（関西大学フ
ランス語フランス文学会口頭発表， 1999年12月）
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? ?? ― ― ??
前原昌仁先生が，本年3月末に定年退職されることになりました。先
生は1954年に文学部副手として本学に奉職されて以後，助手を経て1960
年に専任講師に就任，そして助教授を経て1969年に教授に昇進されまし
た。本年3月で，ご着任以来， 46年7ヶ月の長きになります。その間，
学部および大学院で，フランス文学の講義・演習を担当され，学生，院
生の教育に精魂を込めてつとめてこられました。ご専攻は現代フランス
文学，特にフランソワ・モーリャックの研究で，モーリャックに関する
多くの論文を発表されています。先生は，専門分野にとどまらず，極め
て広い読書範囲を持っておられましたので，その綿密で適切な論文指導
が，学生，院生の間で，常に評判になっていました。
また， 1976年10月から1978年9月まで文学部長代理， 1980年10月から
1984年9月まで学校法人関西大学理事， 1984年10月から1988年9月まで
学校法人関西大学評議員，さらに， 1986年10月から1990年9月まで 2期
にわたって文学部長の大任を果たされるなど，献身的な努力をもって，
学部および大学の運営に貢献されました。さらに，教育一般に関する深
い見識を活かされ， 1992年から伊丹市の教育委員に就任され， 1996年か
ら2年間伊丹市教育委員長をつとめられるなど社会的にも活躍され，本
学の社会的評価を高めるのに貢献されました。先生には， 2000年4月よ
り，関西大学フランス語フランス文学会の会長職もおつとめいただきま
したが，以上のように，先生は，フランス語フランス文学科の専任教員
の中で，もっとも在職経験が長く，そのご経験も多岐にわたるため，常
に生き字引のような存在として，学科の研究・教育のまさに中心的な役
割を果たしてこられましたので，ここに『仏語 仏文学』の28号を，ご
定年退職特別記念号として刊行し，先生の学恩に感謝の微意を表す次第
であります。
(JI! 神博弘，奥純）
1. 本会は関西大学フランス語フランス文学会と称し，事務所を関西
大学文学部フランス語フランス文学科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語フランス文学に関する研究および発表と， これ
に関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1. 関西大学文学部フランス語フランス文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科フランス文学専攻学生，およびその
卒業生
3. 関西大学文学部フランス語フランス文学科学生，およびその卒
業生（旧学科名称関西大学文学部フランス文学科の学生，およ
びその卒業生を含む）
4. 本会の趣旨に賛同し，入会を認められたもの
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし，重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
C. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語仏文学」等の配布をうけ， その他本会の行
なう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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